
１　主な被害状況（概数）

死 行　方  負 傷 者 全 半 一部 床上 床下 公共 その 市

者 不明者 重傷 軽傷 壊 壊 破損 浸水 浸水 建物 他 町

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟 府県 村

北海道 1 126 2 3 1 6

鳥取県 1 3 1

島根県 1 29 5 3

岡山県 1 4

広島県 1 1 7 4 6 27 74 441 1 23

山口県 1 13 4 61 4 1 16

愛媛県 1 1 2 1 20

高知県 2 2 3 3

福岡県 1 2 69 2 14 1,573 5 6 71 1 31

佐賀県 3 3 28 7 8 2,906 54 369 374 6

長崎県 7 61 3 73 5,079 58 354 69 411 2

熊本県 7 7 2 65 6 11

大分県 1 3 5 1 1 92 1 4 16 7 11

宮崎県 3 4 148 117 354 981 86 1 8

鹿児島県 3 11 36 3 162 14

沖縄県 5 61 23 52 245

計 9 1 35 413 159 514 11,221 189 1,177 94 1,137 6 159

※　負傷程度の不明なものは、軽傷として計上した。

※　非住家被害は、全壊及び半壊程度のものを計上した。

　【主な人的被害】

　＜９月1６日＞

　　佐賀県 ・伊万里市において４１歳男性、１７歳女性が鉄砲水に巻き込まれ死亡

・伊万里市において４９歳男性が見回り中、増水した河川に流され死亡

　＜９月1７日＞

　　広島県 ・広島市において５０歳男性（消防団員）が警戒巡視中、河川に流され死亡

 （行方不明日時は９月１６日２３時頃）

・広島市において災害取材中の男性記者（27歳）が行方不明

　　宮崎県 ・延岡市において発生した突風により３名（77歳・42歳 男性、84歳 女性）死亡

　　大分県 ・佐伯市において錨泊船舶(モルディブ船籍）の転覆により船員１名（49歳男性）が死亡

　　福岡県 ・瀬高町において３９歳男性が強風により倒れたコンテナの下敷きになり死亡

※　表中の災対本部には、既に解散したものを含む。
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２　避難の状況

 (１)　避難勧告の状況（最大値）

 (２)　自主避難の状況(14日18時00分現在）
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備　考

松 浦 市 547

江 迎 町 200

福 岡 県
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9/20 6:30

9/17 21:005

10,200
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３　地方公共団体の災害対策本部等の状況

 (1)　都道府県

　〈９月１５日〉

　　 １０：１０　沖縄県　  災害警戒本部設置　→　１７日　４：１１　解散

　〈９月１６日〉

    　 ６：４１　佐賀県　　災害情報連絡室設置　→　１６日　１１：００　災害警戒本部設置

  　 →　１９日　１８：００　災害情報連絡室切替

     １６：５０　大分県　　災害対策連絡室設置　→　１７日　１:５０　解散

     １７：５３　広島県　　警戒体制　→　１７日　１６:００　災害対策本部設置

     →　１８日　７：３０　警戒体制　→　１８日　１７：００　解除

     ２１：００　鹿児島県　情報収集体制　→　１７日　５：５０　鹿児島県　災害警戒本部設置

     →　１７日　２２：００　解散

　〈９月１７日〉

     　３：２４　高知県　　第１配備体制　→　１８日　１６：００　解散

     　５：２０　長崎県　　災害警戒本部　→　１８日　６：３０　解散

     　６：２１　福岡県　　災害警戒本部設置　→　１５：００　災害対策本部設置

     →　１８日　１６：３０　解散

     　８：５６　山口県　　第２警戒体制　→　１５:３０　災害対策本部設置　

     →　１８日　１２：００　解散

     １０：００　宮崎県　　災害警戒本部設置　→　１７：００　災害対策本部設置

     →　１０月２日　１７：１５　解散

     １２：００　熊本県　　災害情報連絡本部設置　→　１９日　１２：００　解散

     １３：０３　愛媛県　　災害対策本部設置　→　１８日　９：００　解散

     １５：５７　岡山県　　警戒体制　→　２１：００　特別警戒体制　→　１８日　８：１５　警戒体制

     →　１８日　９：１６　解除

     １６：２５　徳島県　　災害対策連絡本部設置　→　１８日　９：００　解散

     １７：００　島根県　　災害警戒本部設置　→　１８日　１５：１０　解散

     １７：００　鳥取県　　災害警戒本部設置　→　１８日　１７：００　解散

　〈９月１８日〉

     １０：５１　北海道　　警戒体制　→　１１：５０　第１非常配備

　   →　１９：００　災害対策連絡本部設置　→　２０日　１６：００　解散

 (2)　市町村 159 市町村で災害対策本部設置（既に解散したものを含む）

４　総務省消防庁の対応

　〈９月１５日〉

　　１５：００　九州・四国・中国・近畿・北陸の各県に対して台風警戒情報を送付し警戒を要請

　　　　　　　　情報収集体制を強化して対応

　〈９月１７日〉

　　１１：００　消防庁災害対策室設置（第１次応急体制）　→　２０日　１６：００　解散

５　政府の対応

　〈９月１５日〉

　　１７：００　内閣府情報対策室設置　→　２２日　１２：００　解散

　〈９月１７日〉

　　１３：００　官邸危機管理センターに情報連絡室設置　

　　１６：００　関係省庁連絡会議　

　〈９月１８日〉

　　１６：００　関係省庁連絡会議　

　〈９月１９日〉

　　１２：００　宮崎県延岡市に政府調査団として　

　　　　　　　　消防庁職員１名派遣
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